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論文内容の要旨
一一 一一ー ー 」ー
本論文は，アメリカ合衆凶における道路自動車交通の現状と問極点を明らかにし，その対処が連邦レベ
Jレと地域レベルでL、かに行われてきたかを論じている。ただしその焦点は都市と公共交通におかれ， ア
メリカにおける都市形成と公共交通・自動車との関係，自動車公通の発達と公共交通衰退の過程，近年に
おける都市公共交通再生をめぐる論理と背景.その問題点.当面する課題等を考察している。
本論文は，序論的な序章と 1章，本論にあたる第I部，第E部，結論にあたる終章の 4つの部分から構
成されている。
序章では，都市と向動車の関係が序論的に論じられている。そもそも日動車とは人間の肉体的・社会的
限界を起越して.無限に多様で個別的という交通話要の本質をかなりの程度満足させうる交通手段である。
ところが，その集積は種々の問題を引き起こし，都市において日動車は万人の交通子段たり得ない。 1章
では，アメリカ都市公共交通の衰退過程が明らかにされる。基本的には，一般的所得上昇過程での交通手
段と住宅の上級財志向が，自動車の背及と公共交通の嚢退を招いたと言える。「自動車会社が都市公共交通
を滅ぼした」とする説もあるが，ロサンゼルスの検証からも，公共交通衰退過料の「自然さ」は明らかで
あった。ところが，そのアメ IJカで近年急速に都市公共交通の再生が行われているのその理由は何か。「自
由の象徴」である向動車と都市での利用の問題性，それへの対処とそうした政策の矛盾や困難性を明らか
にして日本における教訓とすること，それが本論文の課題である。
第 I 高I~ は， これらの問題を全国的観点からとらえ， 1991年総合陪上交通効率化法 (ISTEA)に結実する
連邦レベルでの対処について明らかにした。まず2章で，アメリカ道路自動車交通の発達過程を検討し
連邦政府の全国的幹線道路樹構築が都市の自動車化を推進したこと，その結果生じた諸問題が論じられる。
次いで3常は，交通のみならず都市問題対策ともされてきた公共交通政策の樫史的経過とそれへの批判的
潮流，都市公共交通システムの現状と利用者の全体像を明らかにし連邦公共交通政策の性格を問題にす
る。最後に 4章で.ISTEAが画期的である理由を述べ，その公共交通政策，ひいては地域交通政策の意義
深さを明らかにし，今後のアメリカ陪と交通研究において連邦レベルから地域レベルのそれへの探求が必
要不可欠になったことを論じた。
第H部は，この課題をカリフォルニア州の諸地域で深めている。まず5章は， ISTEA以後，地域交通政
策の立案と資金配分での重要性を昔しく高めた都市圏計画機構 (MPO)を論じ，具体的事例としてサンフ
ランシスコ湾岸地域のMPOである都市岡交通委員会 (MTC)の事業と課題を明らかにした。 6章は，そ
のMTCの管轄下にあって実際の公共交通運営に携わっているサンタクララ却の交通局 (VTA)の組織と
事業，低栴度なシリコンパレーでの鉄道網計画の内容と課題等を明らかにした。 7章は，サンタクララ部
内のスタンフォード大学を具体例に，地域の伺々の交通需要発生単位である企業等の置かれている状況に
ついて論じた。以上で，サンフランシスコ湾岸地域の各レベ、ルでの地域交通政策と公共交通政策を相互に
関連させながら論じたのであるが，アメリカにおける地域の多様性と政治的過程の重要性を強調するため，
8章にロサンゼルス部交通局の検討を加え， M寸C，VTAと対比できるようにした。
最後に終章は，再び全体的状況に炭って課題を概括し，公共交通民営化と公共交通志向型開発の意義と
限界，アメリカ都市公共交通再生の意味を明らかにした。
論文審査の結果の要旨
今世紀後半，自動車は単なる交通手段としてでなく，現代の少活様式を規定する不可避な要素として社
会に浸透した。本論文はこうした「クルマ社会」先進凶のアメリカについて，道路を巾心とする交通政策
の展開と，その今Hにおける転換への模索の現状と課題について，都市の公共交通という領域を中心に.
米国各地での徹底した現地調査・ヒアリングと膨大な収集文献の整理にもとづいて， 1"存観的j ・「経験主
義的」手法を駆使しつつ，堅実かっ的確に分析し今後のクルマ社会の展望を試みたものである。
本論文は自動車交通先進国アメリカの交通政策の展開について.先ず全国的都市交通政策というマクロ
の視点からの分析(第1部)と，州・地}j(都市)レベルで、の対応と政策という地域交通政策の視点から
の分析(第2部)という，複眼的なJj"法を用いて的確な現状分析と評価， さらには政策的含意を理論的に
も展開していることに一つの特徴がある。
すなわち第l部では，連邦政府レベルの道路建設と公共交通政策の位置づけを歴史的にあとづけたうえ
で，インターステイト・ハイウェイ網の完成後の陸上交通政策の課題を整理し，連邦政府の道路政策の転
換を意味する総、合陸上交通効率化法 (191，ISTEA)の背景と意義が論じられる。このISTEAによって，
目的税を財源とする連邦政府の道路関連支山が，道路一辺倒から公共交通の整備・連常が可能になり，そ
れもフレキシブルな内容(交通計画策定上の地峡重視，環l寛甫視，七地利用への注目，市民参加など〉を
もっ公ー共栄通需視の画期的なものであったことがポ8れる。そして第2部で. このISTEA以後， これに呼
応した地ー方における地域交通政策を，計画策定機能を担う広域的な計画調整機関である都iti圏計画機構
(MPO)の紹介と，サンフランシスコ，ロサンゼルス等の事例を取り上げ， その交通政策・公共交通政策
の展開を，政策主体の組織機構，資金・財源調達，交通浦安管理等のテーマから実証的に解明し， その意
義や問題点を論じている。
なお.第1部のがiに置かれた序章と第1章は.移動の質(=1"個人の自由lの実現)という自動車の思
恵と，交通事故・公害，環境破壊等の弊害との聞の調和を，まだ見出していない現代にあって(それ故に
おきた「公共交通からの脱却」から，いま「クルマ社会からの脱却」への模索の課題). rいかにして自動
車を飼い慣らすかJという交通政策研究者としてのリアルな問題意義が示されている。そして終草ーにおい
て，クルマ社会の困難性の一層の深化と，問題解決のための施策の必要性と緊急性の社会的合意が得やす
くなってきていることを指摘しつつも，公共交通再生とそれへの補助政策のポリティックスの指摘など，
なおその諜題の唱さを説得力を持って示しているο また本論文は，アメリカの道路交通と公共交通の精椴
かっ堅実な分析に専念しつつ，随所に白木の交通政策(補助制度等)や，公共交通志向刑開発('I'OD)に
ついての評価，政策形成への重要な示唆等々の論点を織り込み.奥行きの深い記述をしている。
その一方，数多く存在するアメリカ都市交通整備・運芭政策や補助金政策に関する論争・内容等のサー
ベイや，公共交通が大きな位置を占める他の大都市(ユューヨーク市ーなど)についてのケーススタデイ等
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もおかれていたなら，さらに都市交通の評価の視野が拡大し研究書として一層充実したものとなったと思
われ，これらは今後の課題であろう。
アメリカの都市交通政策に関するわが国の研究は.これまでハードの整備而からのものは多いが， ソフ
トの側面(法制度，財政，地方分権等)からの正確で体系的な業績は極めて少なく，本論文が経術学の立
場からこれを成し遂げたという貢献は大きく.審査委員会は一致して西村弘氏の本論文を本学の学位，博
士(商学)の授号ーに値するものと判断した。
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